
―矢野さんがご自身で会社を設立された
経緯から教えてください。

矢野　もともと監査をしたいとか公認会

計士になりたいというより、どちらかとい

うとコンサルティングをやりたいと考えて

いまして、監査より経理業務の改善やシス

テム導入前の基本構想などの業務をメイ

ンに取り組んでいました。そんなとき、ちょ

うど監査法人の中で、初めてODA案件を

立ち上げることになったのでそのプロジェ

クトに参加しました。また、同時に公会計

や行政評価などにも興味があってもう少

し行政寄りの仕事をしたいという思いが

わいてきました。それができる職場を探し

ているときに見つけたのが銀行系のシン

クタンク。会計士になって7、8年が経過し

ていた段階で移籍したのですが、そこで

は、行政系の仕事はたくさんできたのです

が、ODAの仕事ができなくて。だったら、

もともと独立に向く会計士の資格を持っ

てるんだし、独立してしまおうと決意しま

した。当初は個人事業主として仕事を受け

ていたのですがJICAの仕事をするように

なった頃に法人化。民間企業や行政系の

仕事をしながら、機会をみながら、少しし

かできませんが、ODAの仕事もやってい

こうと思っています。

兒玉　矢野さんは、どうしてODAに興味

を持ったのですか。

矢野　学生時代に在籍していたサークル

で、国際政治や国際関係などを勉強しまし

た。メンバーでよくディスカッションをして

いたのが、どこか頭の中に残っていたのだ

と思います。だから、監査法人に入ってか

ら、例のODAのプロジェクトに手を挙げて

参画したんですね。監査法人で初めての案

件でしたので、みんな手探りでしたが、そ

のプロジェクトが楽しくて、また現地の人

と一緒に仕事をするのもすごく楽しかった

んですよね。

兒玉　矢野さんはちゃんと勉強もして段

階を踏んで経験を積んでこられたからこ

そ、綺麗なカタチでODAにも関わってい

けるんですね。

矢野　いえ、ひとりでしかも時折の仕事だ

と限界があって。やはりチームで日常的に

仕事をするほうがいいのですが、そうする

と大手の監査法人に所属するか、ODAの

コンサル会社に所属する方が色々な経験

が積めるのかなというのはあります。特に

会計士絡みのODA案件は限られています

しね。

兒玉　確かに、今のODA業界において

は、会計士が参入している分野が非常に

限られていますもんね。案件形成団体の

方々もまだまだこれからの分野だと思っ

ていらっしゃいそうですよね。そこは私た

ちの方から、内容のご提案をしていくべき

なのでしょうね。

矢野　インフラや衛生、教育など優先す

べきことがまだまだたくさんありますか

ら、そういったものが整ってきた次の段階

で社会の経済基盤を整えるフェーズへと

移っていく、ようやくそういう段階に入りつ

つあるような気がしますが、まだまだニー

ズは少ないですね。兒玉さんはどうして会

計士を目指されたのですか。

兒玉　当初銀行に就職したのですが、就

職活動時代に見つけたポスターがきっか

けで、どうしても気になって仕方がなかっ

た青年海外協力隊に行くために退職しま
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した。協力隊時代は現地のカレッジで日

本語教師をしていたんです。そこで私の生

徒の中に40~50代の方々も何人か居て、

彼らは若かった頃にあまり教育を受けな

かったからという理由で、熱心に勉強して

いる姿やバイタリティを目の当たりにして

ものすごく刺激を受けました。そこで、帰

国したらもう一度ちゃんと勉強しようとい

う気になったんです。帰国後は様々な出

会いがあったなか、大学の恩師にも相談

に行きました。すると恩師は、「今から大学

院に行っても当時の専門分野に関係する

研究者は大勢居すぎるので後発組になっ

てしまう。それだけの時間をかけて勉強し

ようと思うのだったら、簡単には取れない

資格を取ればいいのでは？例えば医師や

弁護士とかね。」と勧められました。その帰

りに書店で資格のパンフレットをもらって

検討し、予備校に足を運んで情報を仕入

れたり、説明を聞いたりしたなかで、最終

的に無知分野ではありましたが、会計士

に決めました。とにかくまずやってみよう

精神ですかね…（笑）しかし、矢野さんのよ

うにコンサルタントになりたいと思ってい

た人が会計士になるという流れも、ある意

味、ユニークですね。

矢野　会計士になる前に勤めていた企業

で、会社全体の業務改善の大きなプロジェ

クトに参画して、業務を改革していくこと

に興味を持ちました。それをずっとやって

いける職業って何だろう？サラリーマンで

はなく、自分でやっていける仕事は何だろ

う？と調べていったら公認会計士という仕

事が見つかったのです。会計士って、会社

の悪いところを突つくのではなく、医師の

ように診断することもできるし、治療する

こともできるし、公認会計士の資格を使っ

て、多くの人がコンサルタントになってい

るということを知って。それに、一番、つぶ

しがきくのかもと思って。ということで、も

ともと監査がしたかったわけではなく、コ

ンサルティングのような仕事がしたかった

んですね。でも、実際にやってみると監査

の仕事はすごく役に立つのだということ

がわかりました。会計士試験の勉強は素

振りみたいな要素があって、反射神経的

に解けないといけないレベルが求められ

る問題も多くて、実際に現場でも次から次

に色々なチェックをする必要がある一方

で、色々と深く考える力も必要ですよね。

兒玉　本当にそうですね。それに、会計士

の醍醐味は色々な会社に行って、一般従

業員では見られないような重要な意思決

定や大事なポイントを知ることができる点

にあると思っていて、最短距離で会社の中

身を知ることが出来るし、経営者層の考え

方に触れられるのが凄いなと。その会社

に就職していないのに、ですよ。

矢野　日々の資金繰りや伝票にはじまり、

取締役会の議事録まで見ることができま

す。内部統制や会社の動きや仕組みが身

についてくる、しかも会計士になりたての

若造が、ですよ。すごく良い職業ですよね。

監査の最後の講評の時には、CFOとかそ

れなりの立場の方と対峙して話をしなくて

はなりませんから、話をしながら人間力が

鍛えられる部分もあります。

―今の業務でやりがいを感じるところはど
ういった部分でしょうか？

矢野　現在、ODAの業務は6月と12月に

実施していて、ウズベキスタンの方々に

経営理念の重要性やヴィジョンを明確に

して経営をしていかなければならないと

いった研修やコンサルティングをしていま

す。当初は「ビジネスはお金をもうけるこ

となのに何で理念が必要なのか？」という

疑問を投げかけられたりしたのですが、議

論を深めながら理解していただいたとき

にやりがいを感じています。また本邦研修

といって、現地の方に日本に来ていただい

て、日本のものづくりの現場で研修を受け

てもらうこともあるのですが、従業員を大

事にしたり、研修をしっかりしたりといっ

た日本的な経営の仕方を伝えられること

にも意義を感じています。

兒玉　私の場合は、相手が政府機関だっ

たりすると、微力ながら制度導入等で国づ

くりに関与できることにやりがいを感じま

す。とはいえ、想定外な事態の頻繁な発生

に挫けそうにもなりますが…。また、私は

一年の半分ぐらいはモンゴルに行ってい

て、現地の方々とそれだけの時間を過ご

すことで信頼関係を築いたうえで、業務が

出来ることは有意義だと感じています。た

だ、現地に何年も張り付いて頑張っている

人たちも居て、自分もそのくらいしっかり

コミットしてやりたいと思うこともあります

けどね。行き来していると、私たち日本人

が来たときだけしっかりやって見せる、み

たいなこともありますから。

矢野　そうですね。私も日本での仕事もあ

りますし、私の場合はもっと短くて、今は、

たかだか2～3週間程度しか現地に滞在し

ないので、やはりどこかに後ろめたさみた

いなものはあります。この国の状況をちゃ

んとわかっていないけれども、せっかく日

本人が来たのだからという感覚で対応し

てくれているのではないかという、一種の

もどかしさのようなものはありますね。

兒玉　そうですよね。さらに勉強になった

のは、日本人って、自分たちの国が先進国

でいい国だと思っていますよね、きっと。

確かに、信頼がおけるし、効率化が図れて

いる部分は多いのですが、それは私も含

めて自分たちが日本人だから、そう思って

いるんだろうなと思います。考え方も教育

も宗教もぜんぜん違う環境で育った人に

とっては、果たしてそれが良いかどうかは

わからないと思えるようになりましたし、

日本を客観的に見られるようになったこと

は良かったと思います。

矢野　なんとなく日本人は日本人のコ

ミュニティの中で快適に過ごすような空気

があって、“日本はここがいい”と日本人同

士で確認しあう、みたいな内向きな感覚を

持っていますよね。外に出ても全然違う文

化の人と摩擦を起こさないように避けて

暮らすやり方を知っていたり、政治の話を

しないとかあって。ウズベキスタンの人の

方が、たとえば本邦研修のときに自国の
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独立記念日にみんなで乾杯したり、堂々と

政治の話をしたり、よほど自国に対するプ

ライドを持っているようにも見えます。

―現在、日本では女性の社会進出につい
ての議論が活発化していますが、これま
でのご経験の中で感じたアドバンテー
ジ、あるいはディスアドバンテージが
あったら教えてください。

矢野　お子さんがいらっしゃる方を見て

いると、やはり出張があるのがつらいので

はないかと思います。最近、大手の監査法

人は時短勤務があったり、出張を避けるこ

とができたりするのかもしれませんが、監

査などは出張がつきものですし。ただ、近

年はITの進化によって、ずいぶん仕事もし

やすくなっていますから、棚卸は仕方がな

いとしても、TV会議も活用できるし、電子

帳簿を導入している企業では、東京にい

ながら日本全国の帳簿や証票を見ること

ができるようになっていますからね。

兒玉　そうですね。昔に比べたら随分効

率的になって働きやすい環境に近づいて

いますよね。その便利さが逆に、お子さん

がいらっしゃる方が時短勤務を活用して

早めに帰宅しても、お子さんを寝かしつ

けた後に、もう一度、仕事が出来てしまう

環境になったという…。それもまたある意

味、大変ですけどね。

矢野　そうですね。特に監査の場合は、そ

もそもパソコンやデータ、資料を使うこと

ができませんから、自宅でやれることも限

られてきますしね…。

兒玉　確かに…。時短や在宅ワークなどフ

レキシブルな働き方により、皆が気分良く

仕事できる環境になって、皆の意識改革が

進めば、もっと平和になるでしょうね。海外

だと、夕方職場に子どもが居たり、自由な時

間に出退勤したりと、もっと伸び伸び仕事

をしているように感じます。日本はそういっ

た自由な環境への取組みを始めたばかり

ですし、この意味では発展途上国ですね。

矢野　そうですよね。取り組みを始めてい

る会社も少しずつ出てきているようです

が、まだまだ…。日本全体が働くお母さん

に優しくなると良いですよね。夜遅くまで

子どもを預かってくれるような施設が増え

てくれたら、会計士だけでなく、多くの女

性が働きやすくなるのでしょうけれど…。

兒玉　そうですね。世の中に半分いる女

性の力がまだ眠っている気がしますね。そ

の点、会計士はイメージ的には男女平等。

そういう意味では女性も頑張ろうと思った

ら、いくらでも頑張ることができるし、やり

がいのある仕事ですよね。日本以外の国々

においては、会計士は女性の比率がもっと

高いというイメージがありますね。

矢野　他の会計士にお仕事をお願いする

ことがあるのですが、女性はしっかり細か

いことも把握して、「これを指摘して改善し

てもらうのが仕事なのだから」と、そういっ

た意識を持つ人が多いようにも思えます。

もしかしたら女性の方が監査業務に向い

ているのかなと思うこともありますよ。

兒玉　男女では観点も違うし考え方も、体

力も違いますもんね。これまでの世の中、

特に日本社会はずっと男性社会でしたが、

今、女性がどんどん社会に出てきていま

すから、これが本当の意味でフィフティー

フィフティーになると、随分社会が変わる

ように思います。

―国際業務に向いている人と向いていな
い人がいるかと思いますが、お二人はど
ういった差というか、要件があると思わ
れますか。

兒玉　やはり語学力は大事と思います。そ

れにも拘わらず、私自身は苦手なのですが

…。たしかに、語学も必要ですが、他の国の

方々とうまくやっていくためには、まず何か

をする時に大切なのが、相手の国や文化

を理解すること。そして、その中に恐れずに

入っていけるような方が適していると思い

ますね。

矢野　私も兒玉さんと同意見。語学力は

ないよりもあったほうが良いですが、私も

英語が苦手ですが、それをカバーできるこ

とがあると思います。そもそも異文化に合

わせることがつらいと思う人にはあまり向

いてないかなと思います。こんなに知らな

いことがあった、困ったことがあった、この

ドキドキは何？というようなことが全部楽

しめる人は、どこに行っても環境を受け入

れられますよね。
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兒玉　あとは、普段からキャッチボールの

会話をするのが苦手な人や協調性のない

人が、日本の外に出たら心機一転うまくい

くという事はあまり無いように思います。

日本人も外国人もみんな同じ人間なの

で、根本の思想には共通点があって、どれ

だけ相手のことを信頼できるかという人

間関係で成り立つことが多いので、国内外

問わず、そこは大切だと思いますね。

矢野　確かに。以前ウズベキスタンで一緒

に仕事をした方で、まったく英語ができな

いのに、ものすごく現地の人に慕われてい

る日本人のおじさんがいらっしゃって、そ

れはすごくうらやましかったですね。また、

わずかなボキャブラリーでもいいので、英

語以外の現地語を覚えて、少し会話をする

とすごく喜ばれますよね。相手の母国語を

覚えるということは、その国のことを理解

しようとしている態度の表れと受け取めら

れるのでしょうね。

兒玉　しどろもどろでも日本語で話して

もらうと一生懸命聞こう、助けてあげよう

と親近感がわくのと一緒ですね。人間はや

はり、どこの国の人でも同じような感情を

持っているのでしょうね。

―本日は、貴重なご意見をありがとうござ
いました。最後に若手会計士へのメッ
セージをお願いできますでしょうか。

矢野　子どもが生まれたらグローバルな

人に育てるために三つの言葉を覚えさせ

ろという話があって、ひとつは英語、ひと

つはプログラミング言語、そしてもうひと

つが会計言語だといわれていて、公認会

計士になれば、この万国共通の言葉のひ

とつをマスターできるわけですから、ある

意味、非常にグローバルに近づくことがで

きる仕事かなと思います。そんな公認会計

士という職業を目指す人も含めて、若い会

計士の皆さんに伝えたいのは、やはり目

の前の仕事をしっかりやっていただきた

いということですね。将来的にグローバル

で活躍するから日本の基準はどうでもい

いという話ではなく、目の前の仕事にしっ

かり取り組んだうえで、何かが見えてきて、

それがグローバルにつながったり、日本の

中小企業の発展のためにできることに繋

がったりするのだと思います。

兒玉　本当そうですね。私自身、会計士資

格を取得したことで助けられている部分

はすごくあって、出会う人も経験もそう。

一般企業に勤めていたままだったら、なか

なか出会うことはなかったのかなと思い

ます。だから、これから会計士を目指す人

も含めて若い会計士さんに対しては、監

査という業務自体が会計士でなければで

きない仕事なので、そこはまず誇りを持っ

てしっかり貫き通してほしいです。さらに

その先、監査のプロとして攻めていっても

良いし、あるいはそこから発展して、少し

違う方向にチャレンジしても良いと思い

ます。そのときにも、資格と言うものが助

けてくれることもあるかもしれませんし、

経験は必ず役に立つので可能性が広がっ

て、選択肢が生まれると思います。それら

の中から自分のやりたいことや貢献でき

ることを選んで、掛け合わせて、新しいも

のを生み出すこともできる。思考を変えれ

ば、色々な場面で活かせる可能性のある

資格だろうなと思っています。

このインタビューは2017年10月24日に実施されました。
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